	決算特別委員会 会議録

	開　会　日

閉　会　日
	平成25年9月17日（火） 午前10時00分～午後6時05分

	
	平成25年9月18日（水） 午前10時00分～午後4時29分

	場　　　所
	長久手市役所西庁舎　2階　第7・8会議室

	出席委員

	委員長　加藤和男　　　副委員長　木村さゆり
委員　青山直道　　　浅井たつお　　岡崎つよし　
さとうゆみ　　じんの和子　　水野竹芳

	欠席委員
	なし

	欠　　　員
	なし

	会議事件のため出席した者の職氏名
	市長　　　　　　田一平　　　　副市長　　　　　鈴木孝美

総務部長　　　　水野正志　　　　同次長兼収納課長　川本宏志

税務課長　　　　加藤孝之　　　　課長補佐　　　　加藤　哲

市民税係長　　　若杉幹男　　　　収納課収納係長　吉田　学

行政課長　　　　青山　均　　　　庶務係長　　　　水草　純　

契約検査係長　　山本一裕

財政課長　　　　福岡智浩　　　　課長補佐　　　　出口史朗
財政係長　　　　井上隆雄

市民課長　　　　伊藤正尚　　　　市民係長　　　　山本郁子

市長公室長　　　鈴木　裕
政策秘書課長　　日比野裕行　　　政策調整係長　　浅井伸一郎

秘書係長　　　　若杉玲子

行政経営部長　　松井豊明　　　　同次長兼人事課長　三浦　肇

経営管理課長　　髙木昭信　　　　課長補佐　　　　飯島　淳

経営管理係長　　門前　健

人事課人事係長　正林直己

情報課長　　　　横地賢一　　　　広報広聴係長　　嵯峨　剛

情報システム係長　柴田浩善

くらし文化部長　布川一重　　　　同次長　　　　　高嶋隆明
同次長　　　　　加藤正純

たつせがある課長　吉田弘美　　　主幹　　　　　　川本保則
課長補佐　　　　福岡弘恵　　　　主任専門員　　　粕谷庸介
地域協働係長　　名久井洋一
安心安全課長　　矢野正彦　　　　課長補佐　　　　古橋　剛
課長補佐　　　　梶田和男　　　　交通防犯係長　　加藤紀子

環境課長　　　　中條宏之　　　　課長補佐　　　　河瀬浩司
環境係長　　　　児玉　剛

産業緑地課長　　水野　泰　　　　主幹　　　　　　成瀬　守

産業振興係長兼田園バレー係長　大井あずみ

公園緑地係長　　朝井雅之
生涯学習課長　　小林和美　　　　生涯学習係長　　南谷　学

スポーツ係長　　近藤泰介

文化の家事務局長　籾山勝人　　　局長補佐　　　　浦川　正
管理係長　　　　山田美代子　　　事業係長　　　　遠藤健一

会計管理者　　　松原幸雄

会計課長　　　　加藤登美子　　　会計係長　　　　嵯峨寛子

監査委員事務局長　伊藤　泉
監査係長　　　　池田泰久　　　　専門員　　　　　安部信一

消防長　　　　　水野　悟　　　　同次長　　　　　寺島一裕
消防本部総務課長　加藤龍寿　　　主任専門員　　　青山伸二

消防署長　　　　髙木厚志　　　　総括副署長　　　青山八郎
福祉部長　　　　山下幸信　　　　同次長　　　　　浅井雅代

同次長兼福祉課長　中西直起　

福祉課主幹　　　中野雅夫　　　　課長補佐　　　　浅井俊光

障がい福祉係長　加藤信子　　　　福祉施策係長　　伊藤　愁

長寿課長　　　　水野敬久　　　　課長補佐　　　　中野智夫
いきいき長寿係長　北川考志

子育て支援課長　福岡隆也　  　　指導保育士　　　川本さつき

児童館長　　　　松井由子　　　　課長補佐　　　　山端剛史
子ども未来係長　水野真樹　　　　子ども家庭係長　安田純子
保険医療課長　　斉場三枝　　　　国保年金係長　　森　延光

医療係長　　　　若杉雅弥

健康推進課長　　中村美枝　  　　課長補佐　　　　遠藤佳子
健康増進係長　　今村知美
建設部長　　　　鎌倉一夫　　　　次長兼下水道課長 浅井十三男
開発調整監　　　加藤　敬

土木課長　　　　山口浩二　　　　課長補佐　　　　矢野克明
維持管理係長　　丸山賢一　
都市計画課長　　川本晋司　　　　課長補佐　　　　大橋勝芳
都市計画係長　　磯村和慶

区画整理課長　　加藤英之　　　　区画整理事業係長　山本晃司　　　
公園西駅開発推進室長　小関　力　室長補佐　　　　川本満男

教育長　　　　　青山守孝　　　　教育部長　　　　川本　忠
同次長　　　　　加藤　明

教育総務課長　　角谷俊卓　　　　課長補佐　　　　高崎祥一郎
庶務教育係長　　水野徳泰　　　　指導室長　　　　夏目知好
給食センター所長　冨田俊晴
中央図書館事務局長　山田高司　　局長補佐　　　二之部香奈子
計　112名

	職務のため出席した者の職氏名
	議長　　　　　　正木祥豊
議会事務局長　　野田和裕　　　　局長補佐　　　　貝沼圭子

	会　議　録
	別紙のとおり


別紙

１０月１７日（火）

委員長　　　　開会宣言　あいさつ
議長　　　　　あいさつ
市長　　　　　あいさつ
認定第１号

委員長　　　　本委員会に付託された認定第１号平成24年度長久手市一般会計決算認定についてを議題とする。初めに決算の概要について市長から説明。

市長　　　　　決算の概要について説明。
税務課
税務課長　　　税務課の決算について説明。
浅井委員　　　決算書19ページ（主要事業の成果46ページ）固定資産税の評価替えによる増収はどの程度か。
税務課長　　　土地分は、約24億5,000万円増で長湫南部の仮換地課税によるもの。家屋分は、３年に１度の評価替えにより約9,000万円減となった。

浅井委員　　　主要事業の成果45ページ　国有資産等所在市町村交付金の内、県有資産交付金の財産管理課分が約1/2になった理由は何か。

課長補佐　　　県芸大の職員住宅が賃貸を取止めたことにより、交付金対象からはずれ、約57万5,000円の減額となった。

さとう委員　　主要事業の成果44ページ　市民税について。納税義務者が427人増加と説明があったが、一人当たりの納税額も増えたのか。

税務課長　　　平成22年　15万300円、平成23年　14万8,000円、平成24年　15万5,000円と増加している。

委員長　　　　他になければ、税務課の質疑及び意見は以上で終了する。
収納課
収納課長　　　収納課の決算について説明。

さとう委員　　決算書107ページ　コンビニ収納業務取扱手数料　172万1,547円（主要事業の成果49ページ）納税者の何割が利用したか、また効果はどのようか。

収納課長　　　平成24年度は42,075件で内訳は、市税1万1,415件、固定資産税・都市計画税13,218件、軽自動車税4,645件、国民健康保険税12,797件の利用があった。収納額で見ると市税約38億円余に対し、コンビニ利用は約３億0,900万円余で８％、以下、固定資産税・都市計画税約45億円余に対し約３億3,000万円余で7.8％、軽自動車税４億7,000万円余に対し約2,145万円余で4.5％となった。国民健康保険税は、９億円余に対し1億7,000万円余で19.2％と利用率が高い。

さとう委員　　主要事業の成果49ページ　休日夜間収納窓口の開設は利用件数が少なく、必要性をどう考えるか。

収納課長　　　廃止を含め見直したい。
副委員長　　　主要事業の成果47ページ　固定資産税の滞納繰越分（収入済額）が大幅に増額している理由は何か。
収納課長　　　1,000万円を超える滞納分の納付によるもの。
委員長　　　　他になければ、収納課の質疑及び意見は以上で終了する。
行政課
行政課長　　　行政課の決算について説明。
岡崎委員　　　決算書75ページ　顧問弁護士委託　145万5,190円の内訳はどのようか。

行政課長　　　年間顧問料73万5,000円。平成24年度は、訴訟費用1件72万0,190円を別途支払った。
じんの委員　　主要事業の成果38ページ　入札管理事業に「価格に加えて企業の技術力、地域貢献度等の価格以外の要素を含めて総合的に評価し、落札者を決定する総合評価落札方式入札を採用した。」とあるが、採用の基準等はあるか。
契約検査係長　入札参加資格委員会で決定する。現在は試行期間で、年間１～２件取扱いたい。市内業者はすべてＣランクのため、Ｂランク以上の工事で採用することが市内業者のメリットとなる。
委員長　　　　他になければ、行政課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。
　　　　　　　
午前11時18分休憩
　　　　　　　
午前11時30分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

財政課
財政課長　　　財政課の決算について説明。

岡崎委員　　　主要事業の成果39ページ　市債の借入について。財政融資資金からの借入利率が1.2％と0.4％と異なるのはなぜか。

財政課長　　　財政融資資金貸付金利が定期的に示される。償還期間、据置期間により借入時に金利が決まるため。

じんの委員　　主要事業の成果39ページ　財政課管理のバス１台の年間利用はどうか。
財政課長　　　市150件、団体15件の利用があった。
委員長　　　　他になければ、財政課の質疑及び意見は以上で終了する。
市民課
市民課長　　　市民課の決算について説明。
さとう委員　　決算書103ページ　サービスコーナー管理事務賃金　277万7,060円は、前年度比約12万円減となった理由は何か。

市民課長　　　サービスコーナー（Ｎピア）が入っているアピタ長久手店の休業日が多くなったため。
じんの委員　　主要事業の成果43ページ　住民基本台帳カード発行245件とあるが、近隣市の状況と差はないか。

市民課長　　　近隣市の状況は、瀬戸市535件　4.2％、尾張旭市409件　5.5％、豊明市309件　5.1％、日進市338件　3.79％で、長久手市245件　4.12％は、県内平均を少し上回り、近隣市との比較では中間程度。　
委員長　　　　他になければ、市民課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。
　　　　　　　
午前11時59分休憩
　　　　　　　
午後１時00分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

政策秘書課

政策秘書課長　政策秘書課の決算について説明。
すえ委員　　　決算書87ページ　住民意識調査委託161万7,000円（主要事業の成果29ページ）調査結果は、今後の施策にどう活用するのか。

政策秘書課長　施策の進捗状況に対する満足度を確認できた。公園、道路、緑地等は満足度が高く、行政情報の発信、地域住民の交流、地域の支え合い等は満足度が低かった。広報の改訂、市民記者、地域共生ステーションの整備、地域福祉計画策定、認知症サポーター養成等、満足度が上がるよう取り組んでいる。

委員長　　　　他になければ、政策秘書課の質疑及び意見は以上で終了する。
経営管理課

経営管理課長　経営管理課の決算について説明。

浅井委員　　　決算書117ページ　商工統計諸経費115万5,006円（主要事業の成果30ページ）に交付金はあるか。

経営管理課長　交付金の範囲で執行した。

さとう委員　　決算書87ページ　　自治基本条例策定等業務委託92万4,000円（主要事業の成果30ページ）今後の予定はどのようか。

経営管理課長　２～３年を目途に策定したい。ワークショップなどで意見集約し、市民と一緒に合意形成したい。
さとう委員　　決算書87ページ　東部丘陵線関係負担金62万5,000円（主要事業の成果30ページ）平成24年度の活動内容はどのようか。

経営管理課長　内訳は東部丘陵線連絡協議会負担金50万円、リニモ沿線地域づくり研究会負担金12万5,000円。東部丘陵沿線連絡協議会の活動は、リニモウォーキング13回、わくわく体験リニモツアーズ23回、協議会ホームページの運営、イベントガイドの発行。リニモ沿線まちづくり研究会がモリコロパークパークde地元グルメ、ゆめのノリモノ～世界の子ども絵画展～、リニモ沿線合同大学祭等である。
じんの委員　　決算書87ページ　愛知高速交通株式会社出資金　２億1,500万円（主要事業の成果30ページ）もの税金を投入することに対して市民への説明は十分か。

経営管理課長　平成24年度は、市政学び舎でリニモを取り上げた。また。「リニものがたり」を今月の広報から連載し、支援だけでなくリニモに関する理解を深めてもらう努力をする。
水野委員　　　リニモ関連で市への税収はどのくらいか。

経営管理課長　固定資産税が約1億円あり、開業から10年経過するので約10億円の固定資産税が納められた。

委員長　　　　他になければ、経営管理課の質疑及び意見は以上で終了する。
人事課

人事課長　　　人事課の決算について説明。
じんの委員　　主要事業の成果32ページに平成24年度の職員状況の記載があるが、障がい者の法定雇用率は満しているか。

人事課長　　　市長部局2.45％、教育委員会2.27％で、法定雇用率2.3％を超えている。
さとう委員　　決算書83ページ　人事評価制度支援業務委託85万2,075円、職員研修費237万2,295円について。行政評価ではどちらもＢ評価で事業の改善を求められた。その理由と改善点をどう考えているか。

人事課長　　　人事評価制度は、試行期間で本格導入に至らないためＢ評価となった。

人事係長　　　職員研修は、参加人数を効果の把握数値としていたので、Ｂ評価となった。効果の把握方法の見直しの指摘を受け、受講者の満足度で効果を把握することに改善した。

委員長　　　　他になければ、人事課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。

午後２時11分休憩
　　　　　　　
午後２時20分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

情報課

情報課長　　　情報課の決算について説明。
じんの委員　　決算書91ページ　ケーブルテレビ番組制作・放送委託2,310万円（主要事業の成果34ページ）は、他市と内容、経費の比較、改善をしているか。

情報課長　　　費用の比較はしているが、放送時間、更新度合いが異なり単純に比較はできない。

じんの委員　　ケーブルテレビ放送のモニター制度はあるか。

情報課長　　　市政広報モニター（10人）アンケートにケーブルテレビ番組視聴の項目を設け、意見をいただいていた。平成25年度から市政・広報e-モニター始め、約100人が登録している。
さとう委員　　決算書91ページ　印刷製本費1,614万4,306円の内約1,532万円が広報の印刷代と説明があった。１回の印刷部数は２万4,000部から２万4,600部となり、カラー印刷にもしたが影響はあったか。

情報課長　　　増刷は、市内大学への配布200部と人口増加分を見込んだもの。1部当たりの単価で比較すると、平成24年12月号までは51円、カラー印刷とした平成25年1月号からは44円で、どちらも32ページだが単価は下がった。

委員長　　　　他になければ、情報課の質疑及び意見は以上で終了する。
たつせがある課

たつせがある課長　

　　　　　　　たつせがある課の決算について説明。
じんの委員　　決算書93ページ　協働まちづくり活動助成金90万4,000円（主要事業の成果50ページ）継続して助成している団体はあるか。
たつせがある課長
平成23～24年度継続３団体、平成24～25年度継続６団体である。

さとう委員　　決算書91ページ　地域育成報償金80万円の地域と人数はどのようか。
たつせがある課長

５つの自治会連合会と４つの区会へ加入人数に応じ支給した。内訳は、長湫地区長久手小学校区自治会連合会８万6,000円、西小校区自治会連合会９万1,000円、長湫地区北部自治会連合会９万6,000円、南小学校区自治会連合会９万3,000円、市が洞地区自治会連合会９万8,000円、岩作区　９万1,000円、前熊区８万2,000円、大草区８万2,000円、北熊区８万1,000円である。
じんの委員　　決算書105ページ　住民プロジェクト事業交付金699万9,000円（主要事業の成果52ページ）は、机、椅子等の備品購入だけの所もあると聞く。物を買うだけで地域活動が生まれるのか疑問である。交付金の使い方は評価できるものか。
たつせがある課長

交付金は、地域の課題を地域で解決できる絆づくりのために弾力的に使われ、有効に活用されている。
じんの委員　　平成24年度の反省を踏まえ、平成25年度に見直したことはないか。

たつせがある課長

算定方法を一律から人口に応じた額とすることに変更した。対象経費の変更はない。

浅井委員　　　決算書93ページ　観光交流推進会議補助金2,000万円（主要事業の成果51ページ）ながくて冬まつりは実行委員会形式としたが、実行委員会への補助を含むのか。
くらし文化部長

会員以外も参加できるよう実行委員会としたが、費用は観光交流推進会議が負担した。
委員長　　　　他になければ、たつせがある課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。

午後３時25分休憩
　　　　　　　
午後３時35分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

安心安全課
安心安全課長　安心安全課の決算について説明。
さとう委員　　決算書97ページ　巡回バス運行業務負担金8,798万9,800円（主要事業の成果56ページ）運賃収入を差し引いた金額か。また有料乗車数の推移はどのようか。
安心安全課長　負担金の額は、運行経費から運賃収入分とバス・乗合タクシー等の活性化・再生に係る事業の国庫補助額を除いたもの。有料乗車数は、平成24年度４万0,022人で前年度比2,053人増である。

青山委員　　　決算書99ページ　防犯街路灯設置工事214万4,985円（主要事業の成果57ページ）寄贈50灯はＬＥＤ灯か。

安心安全課長　16灯がＬＥＤである。

岡崎委員　　　全てＬＥＤ灯としない理由は何か。

安心安全課長　ＬＥＤ灯は、ランニングコストは安いが機器が高い。平成24年度は試験的に12灯設置したが、今後はＬＥＤ灯を優先的に設置したいと考えている。

さとう委員　　決算書97ページ　防犯交通嘱託員報酬（５人）　1,129万0,548円。嘱託員の配置と場所はどのようか。

交通防犯係長　４人は年末年始を除き13時から22時まで２～３人がセーフティステーションに駐在する。残る１人は再任用職員で、平日10時から17時までの勤務で、午前はセイフティステーション駐在、午後パトロールにあたる。

浅井委員　　　Ｎ‐バスは高齢者人口の増加を考えると、無料乗車年齢の引き上げを見直す必要はないか。

安心安全課長　有料乗車は19.8％なので、検討は必要と考える。

委員長　　　　他になければ、安心安全課の質疑及び意見は以上で終了する。
環境課
環境課長　　　環境課の決算について説明。
じんの委員　　決算書185ページ　尾張旭市長久手市衛生組合負担金5,965万7,000円の支出がある。二市は組合解散に合意したが、解散に向けた検討は進んだか。

環境課長　　　二市と組合の担当者で協議しているが、具体案の提示ができる段階ではない。

浅井委員　　　決算書175ページ　太陽光発電システム設置補助金　386万5,000円（主要事業の成果60ページ）市内では新築住宅が多いが、潜在的な需要をどう予測しているか。

環境課長　　　平成24年度は予算400万円に対し、５月16日に36件で受付を終了した。平成25年度は、６月17日に60件で受付を終了したが、100件以上の需要はあると考える。
浅井委員　　　決算書177ページ　犬・猫避妊等手術補助金110万8,000円の内訳はどのようか。
環境課長　　　補助金額と件数は、犬の去勢手術3,000円で76頭、避妊手術5,000円で76匹、猫は、去勢手術2,000円で60匹、避妊手術4,000円で95匹、合計307件を交付した。

委員長　　　　他になければ、環境課の質疑及び意見は以上で終了する。
産業緑地課

産業緑地課長　産業緑地課の決算について説明。　　　

青山委員　　　決算書189ページ　新規就農総合支援事業費補助金150万円について。補正予算では、年度途中ということで75万円の計上だった。応募者はあったのか。

産業緑地課長　平成24年度は1人の応募があった。また、平成25年度は、継続、新規を合わせ3人となった。

青山委員　　　年度途中からでも1年分補助されるのか。
主幹　　　　平成24年度の補正予算では、半期分75万円を計上したが、国・県が前倒しで払ってほしいとのことであり150万円となった。

じんの委員　　決算書209ページ　公園遊具保守点検委託226万6,007円（主要事業の成果69ページ）。委託業者は1者か。点検の間隔はどのくらいか。

産業緑地課長　51公園を1者に委託している。点検は、4月に劣化診断、非破壊検査1回、保守点検10回を行い、月に1度は何らかの点検がある。

浅井委員　　決算書193ページ　あいち森と緑づくり事業交付金616万9,000円（主要事業の成果64ページ）では、民有地の緑化も補助対象だが、どの程度利用があったか。

産業緑地課長　緑の街並み推進事業費で個人宅の緑化が1件、補助率1/2で76万5,000円の補助を受けた。また、県民参加緑づくり事業として長久手の森プロジェクトⅢが300万円、日本三大さくらⅡ世と三世代ファミリー及び住民参加による記念植樹とさくら文化の継承が240万4,000円。3件、計616万9,000円となった。

さとう委員　　主要事業の成果64ページ　長久手給食食材生産会の学校給食への野菜納入量が4,343㎏とあるが、前年比増減はどうなったか。

産業緑地課長　平成23年度は5,122㎏だったので、減少した。

委員長　　　　他になければ、産業緑地課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。

午後４時52分休憩
　　　　　　　
午後５時00分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

生涯学習課

生涯学習課長　生涯学習課の決算について説明。
さとう委員　　主要事業の成果70ページ　長久手古戦場野外活動施設管理運営事業（２）展示会の入場者が500人となっている。平成23年度の1,044人の1/2に減少した要因は何か。

生涯学習課長　平成24年度の入場者は、1,928人に訂正する。

さとう委員　　決算書269ページ　郷土資料室展示室改修工事46万9,350円は、どのような改修か。

生涯学習課長　２階会議室のガラスアート作品を撤去し、展示室に改修した。

副委員長　　　決算書281ページ　色金山歴史公園茶室管理棟管理賃金316万9,960円は、何人の雇用でどのような業務にあたるのか。

生涯学習課長　６人の臨時職員を雇用し、茶室管理棟の清掃や抹茶の提供が主な仕事である。

さとう委員　　決算書287ページ　スポーツの杜調査測量委託158万2,350円は、用地買収予定で執行したが、借地契約となった経緯を確認したい。
生涯学習課長　当初は用地買収予定だった。用地交渉にあたり土地の鑑定評価が必要となる。鑑定評価に基づき用地交渉をしたところ、価格の折り合いがつかない、手放したくないという地権者があり借地契約となった。

浅井委員　　　主要事業の成果72ページ　総合型地域スポーツクラブが発足したが、運営状況はどのようか。

生涯学習課長　収入としては、年会費と受講料となる。年会費は、大人1,000円で90人、子ども500円で344人の計434人分、26万2,000円。受講料は280万4,600円で、収入合計306万6,600円となった。支出は、講師料、会場使用料、備品代等で317万8,296円で11万1,696円の赤字となった。
じんの委員　　スポーツの杜を借地とすることに懸念はないか。また、他の場所に整備することは考えなかったか。

くらし文化部次長
スポーツの杜については、今年度末で借地契約が満了するので新たな契約を結び、その間にスポーツ施設の整備計画を考えたい。
委員長　　　　他になければ、生涯学習課の質疑及び意見は以上で終了。
文化の家

文化の家事務局長　

文化の家の決算について説明。
岡崎委員　　　決算書277ページ　屋外駐車場整備工事894万4,950円。駐車場整備は完了したか。

文化の家事務局長

完了した。

さとう委員　　会議室のインターネット予約は考えないか。

文化の家事務局長　

空室状況はインターネットで確認できるが、予約は考えていない。

委員長　　　　他になければ、文化の家の質疑及び意見は以上で終了する。
会計課
会計課長　　　会計課の決算について説明。

さとう委員　　決算書81ページ　指定金融機関派出手数料546万円は、平成23年度の315万円から大幅増となった要因は何か。

会計課長　　　指定金融機関から契約見直しの要望があったため。近隣市と比較すると、平成23年度までは他市に比べ安い状況で、平成24年度に近隣並みの金額になった。

浅井委員　　　指定金融機関は三菱東京ＵＦＪ銀行だけか。変更等は考えないか。

会計課長　　　一行だけ。指定金融機関については、調査研究しているところである
委員長　　　　他になければ、会計課の質疑及び意見は以上で終了する。
監査委員事務局

監査委員事務局長　

監査委員事務局の決算について説明。
青山委員　　　主要事業の成果122ページ　行政監査の項目に補助金の交付について「提出された56の要綱のうち31の要綱に対して指摘をおこなった。」とあるが、全て改善されたか。

監査委員事務局長　

改善済みである。

さとう委員　　監査委員報酬が増額されたが、代表監査委員の出勤状況はどのようか。

監査委員事務局長　

平成24年度に実施した34回の監査、審査、検査はすべて立ち会った。
委員長　　　　他になければ、監査委員事務局の質疑及び意見は以上で終了する。
　　　　　　　本日はこの程度にとどめ、9月18日（水）午前10時から決算特別委員会を開く。これにて散会とする。
午後６時05分散会
９月１８日（水）

午前10時00分開会
消防本部

消防本部総務課長　

消防の決算について説明。
さとう委員　　主要事業の成果115ページに救急出動1,579件、前年比22件増とあるが、近隣消防への出動依頼は何件あったか。

消防次長　　　尾三消防13件、尾張旭市消防１件、名古屋市消防４件、合計18件協力いただいた。
じんの委員　　決算書221ページ　消防団員報酬（146人）408万7,000円。平成24年度から年齢制限を撤廃したが、その影響はあったか。

消防本部総務課長　

平成24年度から平成25年度へは8人残留したが、全体として顕著な効果とまではいえない。

じんの委員　　待遇改善が必要ではないか。

消防本部総務課長　

待遇改善のひとつとして、警戒出動、訓練出動の費用弁償額をそれぞれ2,000円に見直した。

さとう委員　　決算書223ページ　通信指令業務共同運用整備費負担金1億3,066万6,525円（主要事業の成果116ページ）国、県の補助はあったか。また、共同化により、今後削減できる費用はあるか。

消防次長　　　国庫補助があったが、運営主体である尾三消防組合・豊明市・長久手市消防通信指令事務協議会は、法人格がなく補助金を受けることができないので、尾三消防組合が主体となって約2,700万円の補助を受けた。負担金は、長久手市補助相当額の823万円を差し引いた額となっている。

　　　　　　　共同化により、指令台の整備、デジタル無線基地局の整備等施設整備の負担が軽減される。デジタル無線基地局は単独で設置すると３億円程度かかる。

副市長　　　　救急通信システムは改修の時期にもなっていたので、共同化は大きな削減効果があった。長期的には職員の削減ができるので、大きなメリットありと判断した。
委員長　　　　他になければ、消防の質疑及び意見は以上で終了する。
福祉課
福祉課長　　　福祉課の決算について説明。
じんの委員　　決算書121ページ　地域福祉計画アンケート調査業務委託251万0,550円（主要事業の成果77ページ）は、愛知県立大学に委託したと説明があった。アンケートの結果はどのようだったか。

福祉課長　　　アンケート結果から、２つのことがわかった。１つ目は、市民に長久手市の福祉施策が浸透していなかったこと。２つ目は、地域差があったこと。学校区ごとの集約では、認知度の差があった。

じんの委員　　２年間ですることになっているが、今後のスケジュールはどのようか。

福祉課長　　　アンケート結果を踏まえ、策定段階に入っている。市民の意見、市の考える課題、新しい福祉施策の取りまとめを行い、平成25年度中に策定する。

じんの委員　　決算書169ページ　生活保護扶助費１億8,735万7,284円（主要事業の成果79ページ）担当職員の体制はどのようか。

福祉課長　　　対応する職員は、ケースワーカー２人、生活相談員１人の３人。ほかに係長１人と査察指導員として主幹１人を配置している。

じんの委員　　ケースワーカーの定期訪問頻度はどれくらいか。

福祉課長　　　要保護者の状況により異なる。Ａ～Ｅの５段階があり、区分に応じ毎月訪問から半年に１回の訪問となる。

副委員長　　　決算書121ページ　社会福祉協議会補助金4,855万6,607円（主要事業の成果77ページ）事業拡大に伴う増額か。

福祉課長　　　ボランティアセンター事業拡大に伴うもので、約400万円の増とした。ボランティアプラザに職員を1人配置し、災害時ボランティアセンターを立ち上げるための計画を検討するもの。

委員長　　　　他になければ、福祉課の質疑及び意見は以上で終了する。

長寿課
長寿課長　　　長寿課の決算について説明。
さとう委員　　決算書139ページ　温泉交流施設等運営計画策定業務委託412万6,000円は、福祉の家を含めた計画として何が見えてきたのか。

長寿課長　　　結果はすでに議員へ報告のとおりで、長久手温泉、あぐりん村の状況、収支、改善提案が主なものだった。今後の福祉の家利用の見直し検討材料になる。

副委員長　　　決算書139ページ　福祉の家費諸経費光熱水費9,119万5,948円は、予算8,000万円を大きく上回っているが、その要因は何か。

長寿課長　　　ガス料金の値上げによるところが大きく、平成23年度より約500万円増額した。また、上水道８％増も一因と考えている。

副委員長　　　決算書139ページ　福祉の家諸経費修繕料541万3,428円は、当初予算200万円の倍以上となっているのはなぜか。
長寿課長　　　主な修繕は、駐車場の植栽帯周りの腐食した枕木をブロックに交換、東エントランス等。東エントランスは水が溜まるものを改修したが、約200万円かかった。開館10年を経過しているので20以上の修繕をした。

じんの委員　　温泉交流施設等運営計画策定業務委託では、長久手温泉はサービスに見合った料金ではないことが分かった。平成25年度にどう活かすかが肝心だが、料金、満足度等の改善はどうなるのか。

長寿課長　　　料金については、入湯税が課題であり検討したい。サービス面では、食事メニューは常に見直し、愛知医科大学から健康食のアドバイスを受けた。休憩スペースの狭さに対しては、２階の交流ストリートにリラクゼーションスペースを拡充した。

じんの委員　　今後の方向性は出たのか。

副市長　　　　具体的な施策は出ていない。交流ストリート、会議室等、利用の少ない部分を開放施設として利用することを市と長久手温泉で検討している。あぐりん村も凛の営業時間が短、く売り上げが伸び悩んでいる一方で弁当の売り上げは伸びている。直売施設としては米の売り上げが低い。これらは、調理・販売スペースに課題があり、温室を販売所として利用することを検討している。また、コジェネレーション施設のためガス料金の値上げが負担となっているので、エネルギー転換の検討も必要と思う。チャンスととらえいろんな検討をしたい。

委員長　　　　他になければ、長寿課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。

午前11時26分休憩
　　　　　　　
午前11時35分再開
子育て支援課
子育て支援課長　

子育て支援課の決算について説明。

さとう委員　　決算書149ページ　療育施設指導補助賃金291万9,760円　スタッフの配置は充分か。

指導保育士　　臨時職員３人を配置。正職員１人も配置している。28人の通所者は、毎日ではなく週２～１日通所し、1日10人までとしている。

さとう委員　　主要事業の成果84ページ　放課後児童クラブ運営事業。平成24年度の待機児童はなしか。

子ども未来係長

４月１日現在、長久手南児童クラブ３人、長久手児童クラブ３人の待機児童があったが、年度内に解消した。

じんの委員　　決算書151ページ　家庭的保育支援者臨時職員賃金85万1,860円、家庭的保育事業運営委託1,209万4,606円（主要事業の成果86ページ）はどのようなものか。

指導保育士　　家庭的保育支援者臨時職員賃金は、家庭的保育室と保育園の連携、支援のため1人を雇用し、週３日の勤務としている。家庭的保育事業運営委託は、家庭的保育室２か所で家賃補助も含む。

さとう委員　　主要事業の成果84ページ　子育て支援センター事業にＤＶ相談を含む相談件数が139件とあるが、保護したケースはあるか。

子ども家庭係長

２件あった。
委員長　　　　他になければ、子育て支援課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩とする。

午前11時58分休憩
　　　　　　　
午後１時00分再開
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

保険医療課
保険医療課長　保険医療課の決算について説明。
じんの委員　　決算書129ページ　子ども医療費３億3,531万7,363円（主要事業の成果93ページ）障害者医療費、後期高齢者福祉医療費に比べると、１人当たりの額は少ないが総額は大きい。保護者の医療費負担がなく、安易な受診につながっていないか。

保険医療課長　子ども医療費の伸びは、12.5％で、中学生が対象となったことで医科、歯科、柔道整復の利用が伸びた。
岡崎委員　　　コンビニ受診についてはどう把握しているか。

福祉次長　　　把握には医療機関との連携が必要。小児科、内科の診療報酬から調べるのは難しい点があり、現在把握できてない。

委員長　　　　他になければ、保険医療課の質疑及び意見は以上で終了する。
健康推進課
健康推進課長　健康推進課の決算について説明。
じんの委員　　主要事業の成果94ページ　健康診査　がん検診の無料クーポン券配布は、受診率を上げることができたか。

課長補佐　　　５年に１回無料クーポンを受取ることになるが、受診者拡大につながっている。

じんの委員　　大腸がん、子宮がん、乳がんの受診目標と目標達成状況はどのようか。

課長補佐　　　がん検診目標受診率は50％としている。平成24年度の受診率は、大腸がん、乳がんが50％を超えた。子宮がんは44.2％だった。
じんの委員　　歯周疾患の状況はどのようか。
健康推進課長　40歳以上を対象とし、40、50、60、70歳で実施。受診率は、平成23年度3.0％から平成24年度6.4％に伸びた。
委員長　　　　他になければ、健康推進課の質疑及び意見は以上で終了する。
土木課

土木課長　　　土木課の決算について説明。　　　　　

じんの委員　　決算書203ページ下川原下山１号線外測量調査設計業務委託934万5,000円　下川原下山１号線外物件等調査委託178万5,000円　進捗状況はどのようか。

土木課長　　　現在、地権者と協議している。

浅井委員　　　決算書203ページ　香流川整備基本構想策定業務委託315万円。なぜ計画策定が必要だったのか。

課長補佐　　　香流川を近自然工法で整備することを庁内統一するために策定した。
浅井委員　　　近自然工法、自然工法の必要性はどうとらえるのか。

土木課長　　　委員会を立ち上げるので、委員会で考えていきたい。

水野委員　　　決算書203ページ　橋梁修繕計画策定業務委託260万4,000円（主要事業の成果97ページ）　全てを対象にしたのか、特定の橋だけか。またいつから実施するのか。

土木課長　　　市内62橋を対象に行った。整備は、平成26年度から10か年の予定。
委員長　　　　他になければ、土木課の質疑及び意見は以上で終了する。

都市計画課

都市計画課長　都市計画課の決算について説明。　　　　　　　

浅井委員　　　決算書213ページ　木造住宅耐震診断委託180万円（主要事業の成果101ページ）について。未診断、耐震改修が必要で改修していない件数はどれだけか。
都市計画課長　平成25年１月１日現在で、耐震性なし2,680棟、内、耐震診断済み790棟で約1,900棟が耐震診断必要とされる。また耐震改修済みは、63棟となっている。

浅井委員　　　耐震診断の結果、耐震工事不要とされるケースはあったか。

都市計画課長　790棟の内、131棟が倒壊しないとされるレベルにあった。

委員長　　　　他になければ、都市計画課の質疑及び意見は以上で終了する。

この際、暫時休憩とする。

午後２時03分休憩
　　　　　　　
午後２時15分再開
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

区画整理課

区画整理課長　区画整理課の決算について説明。　　　　

浅井委員　　　決算書211ページ　公園西駅周辺環境配慮型まちづくり基本計画策定業務委託659万4,000円（主要事業の成果102ページ）　環境配慮型まちづくり基本計画とあるが、香流川の整備にどう反映されたのか。

区画整理課長　平成25年度に具体的に事業に反映できるレベルの整備計画を策定する。緑地、調整池、公園等、香流川も含め公共施設の緑化推進や環境配慮素材の使用を進めていきたい。
さとう委員　　決算書211ページ　公園西駅周辺商業事業者選定委員会報償費５万8,400円　委員構成はどのようか。また、当初予算にないのはなぜか。

区画整理課長　商業事業者は公募で選定したが、年度当初には選定方法が決まっていなかった。選定委員会を立ち上げ、学識経験者、地元自治組織、まちづくり協議会等で構成した委員で選定した。
委員長　　　　他になければ、区画整理課の質疑及び意見は以上で終了。

教育総務課

教育総務課長　教育総務課の決算について説明。
浅井委員　　　主要事業の成果104ページ　３月２日の植樹祭の経費は、第三中学校建設費に含むのか。

教育総務課長　決算書259ページ　第三中学校建設事業費の消耗品費に苗木代を含んでいる。また、決算書261ページ　植樹祭会場設営委託39万5,850円を支出した。

じんの委員　　主要事業の成果104ページ　学校トイレ改修は、どこまで進んだのか。

教育総務課長　長久手小学校、西小学校、東小学校の校舎トイレは終了した。長久手中学校は東側のみ終わり、体育館、外トイレは進行中。長久手小学校、西小学校、東小学校の体育館トイレは今年10～11月に完了予定。

さとう委員　　主要事業の成果103ページ　適応指導教室　Ｎ-ハウスあいは、入級者11人とあるが、小中学生はそれぞれ何人か。また、小学生が通いづらい環境になってないか。

指導室長　　　中学生10人、小学生１人。通いづらいかどうかは人数ではなく、不登校の状況による。小学生が多い時、中学生が多い時はこれまでにもあった。　　　

委員長　　　　他になければ、教育総務課の質疑及び意見は以上で終了する。
この際、暫時休憩とする。

午後３時10分休憩
　　　　　　　
午後３時20分再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開する。

給食センター

給食センター所長　
給食センターの決算について説明。
じんの委員　　決算書293ページ　生ゴミ処理機維持管理業務18万9,000円（主要事業の成果109ページ）について。新しい給食センターになって残菜の量は変わったか。

給食センター所長　
残菜はディスポーザーに掛け、処理機へ投入している。米、麺だけの物は、一般廃棄物として処理している。食数が増えても1日約170㎏の量は変わらず、約７％が残菜となる。

さとう委員　　決算書291ページ　調理作業員賃金3,948万2,196円は、予算4,700万円を下回ったが、その要因は何か。

給食センター所長　
予算は、月39人の調理員の雇用で計上したが、常時39人の確保ができなかったため。39人雇用できたのは１か月だけで、32人の時もあり月ごとに人数は変動した。

さとう委員　　調理員の定着はどのようか。

給食センター所長　
平成24年度は12人を新規雇用した。内、２人が平成25年度も継続している。

副委員長　　　決算書293ページ　光熱水費4,917万2,240円　予算6,100万円に対し4,900万円余の決算となった。水道代、電気代はいくらかかったか。

給食センター所長　
電気代は3,601万1,929円。水道代は、上水道が782万8,560円、下水道が533万1,751円支出した。平成25年1月から新しい施設に移り、温度設定や運転は手探り状態で、契約の上限を超えないよう毎日やってきた結果と思う。
委員長　　　　他になければ、給食センターの質疑及び意見は以上で終了。
　　　　　　　この際、暫時休憩とする。

中央図書館

中央図書館事務局長　
中央図書館の決算について説明。
じんの委員　　主要事業の成果110ページ　図書館運営業務では、平成21年度から入館者、貸出数が徐々に減っているが、原因をどうとらえるか。

局長補佐　　　平成20年10月の日進市図書館の開館が影響している。広域利用登録も日進市在住の方が64％で、以降広域利用が減っている。

じんの委員　　主要事業の成果110ページ　図書館講座「図書修理ボランティア養成講座」受講者０人とある。次年度はどうするのか。

局長補佐　　　受講者の募集等開講準備をしたが、講師が入院し中止した。修理ボランティアは増やしたいので今後も実施したい。

さとう委員　　決算書273ページ　図書資料1,999万7,907円。図書資料は、購入する一方で紛失もある。紛失による損害額はどれほどか。

局長補佐　　　平成24年度の不明率は、487冊　0.24％。平成23年度の0.29％からは微減した。中央図書館はセキュリティーシステムの設置がなく、利用者のマナー向上を呼び掛けている。

さとう委員　　郷土資料の不明もあるが、対策はどうしているか。

局長補佐　　　郷土資料は、２階の特別資料閲覧室と１階の閲覧室に配架している。２階の閲覧室は閲覧希望がある時に入室でき、不明資料はない。１階の閲覧室は貸出しできる状態で、複数冊、入手可能な資料を置いている。対策については近隣の状況を研究したい。

さとう委員　　決算書271ページ　中央図書館長報酬374万3,148円　図書館長の勤務状況と実績はどのようか。

中央図書館事務局長　
週３日、火・木・土曜日に出勤している。平成24年度は、子ども読書推進計画の策定、小中学生の見学・職場体験・実習生等の対応、テーマ展示の提案、選書等である。

じんの委員　　主要事業の成果112ページ　学校連携事業の「７　学校への図書貸出状況　10,268冊」とあり、1,700冊以上増加したが先生からの要望か。

局長補佐　　　司書教諭の要望で、学校連携司書と選書している。

委員長　　　　他になければ、中央図書館の質疑及び意見は以上で終了する。
議会事務局

議会事務局長　議会事務局の決算について説明。
委員長　　　　ないようなので、議会事務局の質疑及び意見は以上で終了。

この際、暫時休憩とする。

午後４時10分休憩
　　　　　　　
午後４時20分再開

委員長　　　　休憩前に引き続き会議を再開し、討論採決を行う。

反対討論

浅井委員　　　次の世代のことを考えると、まちづくりという観点から今あるものを残す、今間違った方向へ進むということは、重大なことである。市長の「ふるさとの風景を」は、次の世代へできる限り残さなければいけないという観点から反対討論の趣旨を述べる。
みどりある風景を取り戻すとして香流川整備計画、香流川基本構想が策定された。一方で長久手中央、公園西駅の区画整理事業では、整備計画が同時に作られた。過去に指摘した長久手中央では、香桶川が修景施設として非常に大切と考える。菅池の代替用地8,000㎡を利用して親水施設を整備していく。公園西駅では、香流川最上流部なので二面張りをやめ、河川を拡幅し源流の水生生物、植物の再生する環境とすることが、万博やＣＯＰ10の理念に叶うものと考える。平成24年度には様々な整備計画が作られたが、ほとんど考慮されていないので反対とする。
賛成討論

さとう委員　　住民プロジェクト事業交付金は、ばら撒きに近い形になっている。３小学校植樹1,100万円の予算も１校しか実施されなかった。地域共生ステーションも当初長久手小学校区、西小学区２か所の予定が、西小学校区１か所と予定と異なる進め方がされたが、認定できないとまでは言えないので賛成とする。

反対討論　なし

賛成討論

岡崎委員　　　職員の健康管理の点からも、また市民感覚としても１億8,000万円の残業代は多く、遅くまで庁舎の灯がついているのは是正してほしいことを要望して賛成討論とする。
賛成討論

じんの委員　　長久手温泉事業、リニモ事業等大きな問題を抱えている。住民プロジェクト事業交付金は、使い方が適正だったのか疑問がある。包括支援センターも当初より大きな費用となった。目的は地域の課題の自主的解決で、コミュニティ推進事業は、きちん、きちんと進まない難しさも考慮し、生活に直結した課題に目を向け、障がい者医療費、学童保育等細かなことにも注意を払うことを要望し賛成とする。

反対討論　なし

賛成討論

青山委員　　　民生費ではプラスマイナス何千万円もの流用があり、わかりにくい面もあるが不備はないので賛成とする。

反対討論　なし

賛成討論　なし

委員長　　　　平成24年度長久手市一般会計決算認定について原案のとおり認定する

ことに賛成の委員の挙手を求める。

　　　　挙手多数。よって認定第1号は原案のとおり認定することに決した。
　　　　　　　

委員長　　　　報告書については、正副委員長への一任を確認。

　　　（異議なし）

　　　
午後4時29分閉会
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。
平成２５年９月１８日
決算特別委員会委員長　加藤和男
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